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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定容量の液体を供給するための片手操作の手動供給装置において、
　出口（２７）を有するハウジングと、使用時において、この出口を介して液体が供給さ
れ、
　第１位置および第２位置の間において、ハウジングに対して移動できるように配置され
たカバー部（３９）とを備え、第１位置において、カバー部（３９）は少なくとも部分的
に出口（２７）をカバーし、第２位置において、カバー部（３９）は供給装置を作動させ
るようにユーザが作動する梃子として機能する装置であって、
　ユーザが梃子に加える力が供給される液体の軸に対して実質的に直交し、
　供給装置の作動時、所定容量の液体を出口（２７）に供給するように構成された液体供
給ユニット（６５）を有する液体供給アセンブリをさらに有し、
　液体供給アセンブリは担体ユニット（６３）を有し、
　液体供給ユニット（６５）は担体ユニット（６３）に取り付けられることを特徴とする
装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置であって、
　カバー部（３９）は、第１位置において、出口（２７）を完全にカバーするように構成
されることを特徴とする装置。
【請求項３】
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　請求項１または２に記載の装置であって、
　カバー部（３９）は、ハウジングに回転可能に取り付けられることを特徴とする装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の装置であって、
　液体供給ユニット（６５）は、液体を保有するための容器（６７）と、所定容量の液体
を容器（６７）から出口（２７）へ供給するためのポンプ（６９）とを有することを特徴
とする装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の装置であって、
　ポンプ（６９）は、本体部（７０）と、これに対して移動できる管状部（７１）とを有
し、
　使用時において、管状部（７１）が本体部（７０）に対して移動したとき、所定容量の
液体が管状部（７１）を介して供給されることを特徴とする装置。
【請求項６】
　請求項４または５に記載の装置であって、
　ハウジングに対して移動できるように配置され、第２位置において、カバー部（３９）
に係合されるように構成された連結部（５１）であって、
　ユーザがカバー部（３９）を作動させたとき、液体供給ユニット（６５）を作動させる
連結部（５１）をさらに有することを特徴とする装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の装置であって、
　第１位置と第２位置の間を移動するとき、液体供給ユニット（６５）を作動させるよう
に、液体供給アセンブリは、ハウジングに対して移動できるように配置され、
　ユーザがカバー部（３９）を作動させたとき、連結部（５１）は、液体供給アセンブリ
が第１位置と第２位置の間を移動するように構成されたことを特徴とする装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の装置であって、
　液体供給アセンブリは、少なくとも１つの突起部（８９，９１）を有し、
　連結部（５１）は、使用時において、少なくとも１つの突起部（８９，９１）と係合し
て、液体供給アセンブリを第１位置と第２位置の間で移動させるための少なくとも１つの
アーム部（５５，５７）を有することを特徴とする装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の装置であって、
　液体供給アセンブリは、ハウジングに対してスライドできるように配置されたことを特
徴とする装置。
【請求項１０】
　請求項６ないし９のいずれか１に記載の装置であって、
　連結部（５１）は、回転できるようにハウジングに取り付けられたことを特徴とする装
置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の装置であって、
　カバー部（３９）は、ハウジングに回転可能に取り付けられ、
　カバー部（３９）の回転軸と連結部（５１）の回転軸が平行関係にあることを特徴とす
る装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の装置であって、
　カバー部（３９）の回転軸と連結部（５１）の回転軸が同軸上にあることを特徴とする
装置。
【請求項１３】
　請求項１ないし１２のいずれか１に記載の供給装置を備えたことを特徴とする吸入装置



(3) JP 4430278 B2 2010.3.10

10

20

30

40

50

。
【請求項１４】
　請求項４ないし１３のいずれか１に記載の装置であって、
　液体供給ユニット（６５）は、動作時において移動する構成部品（６３）を有し、
　供給ユニット（６５）の動作回数を示すためにインジケータが設けられ、このインジケ
ータは、供給ユニット（６５）の動作により、回転できるように構成された回転可能部（
９５）を含み、
　回転可能部（９５）が１つの弾性付勢部（１０１）、または固定表面を有し、
　構成部品（６３）が別の弾性付勢部（１０１）、または固定表面を有し、
　弾性付勢部（１０１）および固定表面は、供給ユニット（６５）が所定回数、作動した
後、供給ユニット（６５）をさらに作動することを禁止するために、構成部品（６３）が
所定位置に固定されるように構成されることを特徴とする装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の装置であって、
　回転可能部（９５）は、供給ユニット（６５）が作動する毎に回転するように構成され
たことを特徴とする装置。
【請求項１６】
　請求項１４または１５に記載の装置であって、
　構成部品（６３）は、回転可能部（９５）の回転軸と実質的に平行に動くように構成さ
れることを特徴とする装置。
【請求項１７】
　請求項１４ないし１６のいずれか１に記載の装置であって、
　構成部品（６３）は、往復移動できることを特徴とする装置。
【請求項１８】
　請求項１４ないし１７のいずれか１に記載の装置であって、
　回転可能部（９５）は弾性付勢部（１０１）を有し、
　構成部品（６３）は固定表面を有することを特徴とする装置。
【請求項１９】
　請求項１４ないし１８のいずれか１に記載の装置であって、
　固定表面において、開口部（８５）が設けられていることを特徴とする装置。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の装置であって、
　開口部（８５）は貫通開口部であることを特徴とする装置。
【請求項２１】
　請求項１４ないし２０のいずれか１に記載の装置であって、
　回転可能部（９５）は、構成部品（６３）の周りに配置されたことを特徴とする装置。
【請求項２２】
　請求項２１に記載の装置であって、
　回転可能部（９５）は、構成部品（６３）の外側表面の周りに配置されたことを特徴と
する装置。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の装置であって、
　構成部品（６３）の外側表面は円筒状で、
　回転可能部（９５）は円形であることを特徴とする装置。
【請求項２４】
　請求項１４ないし２３のいずれか１に記載の供給装置を備えたことを特徴とする吸入装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（技術分野）
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本発明は、液体、とりわけ薬剤を含む所定容量の液体を供給するための手動供給装置に関
する。
【０００２】
ＷＯ９２／２０４５５は、鼻腔内の噴霧として、薬剤を含む液体を所定容量、供給するた
めの鼻吸引器の形態を有する供給装置の一例を開示している。この供給装置は、一方の鼻
腔内に挿入するための細長い管状部分の形態を有するノーズピースを有し、ノーズピース
の末端部を通って噴霧が供給される。またこの供給装置は、ノーズピースの長手方向軸に
対して軸方向に力を加えることにより手動で作動するように構成されている。
【０００３】
こうした供給装置は、測定された容量の液体を供給することができるものの、この供給装
置を鼻吸入器として使用すると、手動作動させるための力を軸方向に加えるために、ノー
ズピースが鼻腔内で軸方向に移動する結果、液体が十分に供給されないという問題が生じ
る。
【０００４】
本発明の目的は、手動で作動させる力を、供給される液体の軸とは実質的に直交する方向
に加えるようにした、改善された手動供給装置を提供することにある。このような構成に
おいて、供給装置が鼻吸入器として具現化されたとき、ノーズピースが不本意にも鼻腔か
ら抜けてしまうといった問題が解消される。
【０００５】
本発明のさらなる目的は、所定の回数だけ作動させた後、さらに作動できないようにした
供給装置を提供することにある。こうして、空になったとき、ユーザが供給装置を使用す
ることを防止する。
【０００６】
したがって、本発明は、所定容量の液体を供給するための手動供給装置を提供し、この装
置は、出口（２７）を有するハウジングと、使用時において、この出口を介して液体が供
給され、第１位置および第２位置の間において、ハウジングに対して移動できるように配
置されたカバー部（３９）とを備え、第１位置において、カバー部（３９）は少なくとも
部分的に出口（２７）をカバーし、第２位置において、カバー部（３９）は供給装置を作
動させるようにユーザが作動する梃子として機能する装置であって、ユーザが梃子に加え
る力が供給される液体の軸に対して実質的に直交することを特徴とする。
【０００７】
好適には、カバー部は、第１位置において、出口を完全にカバーするように構成される。
【０００８】
好適には、カバー部は、ハウジングに回転可能に取り付けられる。
【０００９】
好適には、供給装置は、作動時、所定容量の液体を出口に供給するように構成された液体
供給ユニットを有する液体供給アセンブリをさらに有する。
【００１０】
より好適には、液体供給ユニットは、液体を保有するための容器と、所定容量の液体を容
器から出口へ供給するためのポンプとを有する。
【００１１】
さらにより好適には、ポンプは、本体部と、これに対して移動できる管状部とを有し、使
用時において、管状部が本体部に対して移動したとき、所定容量の液体が管状部を介して
供給される。
【００１２】
好適には、この供給装置は、ハウジングに対して移動できるように配置され、第２位置に
おいて、カバー部に係合されるように構成された連結部であって、ユーザがカバー部を作
動させたとき、液体供給ユニットを作動させる連結部をさらに有する。
【００１３】
より好適には、第１位置と第２位置の間を移動するとき、液体供給ユニットを作動させる
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ように、液体供給アセンブリは、ハウジングに対して移動できるように配置され、ユーザ
がカバー部を作動させたとき、連結部は、液体供給アセンブリが第１位置と第２位置の間
を移動するように構成される。
【００１４】
さらにより好適には、液体供給アセンブリは、少なくとも１つの突起部を有し、連結部は
、使用時において、少なくとも１つの突起部と係合して、液体供給アセンブリを第１位置
と第２位置の間で移動させるための少なくとも１つのアーム部を有する。
【００１５】
さらにより好適には、液体供給アセンブリは、ハウジングに対してスライドできるように
配置される。
【００１６】
好適には、連結部は、回転できるようにハウジングに取り付けられる。
たことを特徴とする装置。
【００１７】
より好適には、カバー部の回転軸と連結部の回転軸が平行関係にある。
【００１８】
さらにより好適には、カバー部の回転軸と連結部の回転軸が同軸上にある。
【００１９】
好適には、液体供給アセンブリは担体ユニットを有し、液体供給ユニットは担体ユニット
に取り付けられる。
【００２０】
好適には、液体供給ユニットは、動作時において移動する構成部品と、供給ユニットの動
作回数を示すためのインジケータとを有する。このインジケータは、供給ユニットの動作
により回転できるように構成された回転可能部を含み、回転可能部が１つの弾性付勢部、
または固定表面を有し、構成部品が別の弾性付勢部、または固定表面を有する。このとき
、弾性付勢部および固定表面は、供給ユニットが所定回数、作動した後、供給ユニットを
さらに作動することを禁止するために、構成部品が所定位置に固定されるように構成され
る。
【００２１】
１つの実施形態において、回転可能部は、供給ユニットが作動する毎に回転するように構
成される。
【００２２】
好適には、構成部品は、回転可能部の回転軸と実質的に平行に動くように構成される。
【００２３】
好適には、構成部品は、往復移動できる。
【００２４】
好適には、回転可能部は弾性付勢部を有し、構成部品は固定表面を有する。
【００２５】
好適には、固定表面において、開口部が設けられている。
【００２６】
より好適には、開口部は貫通開口部である。
【００２７】
好適には、回転可能部は、構成部品の周りに配置される。
【００２８】
より好適には、回転可能部は、構成部品の外側表面の周りに配置される。
【００２９】
さらにより好適には、構成部品の外側表面は円筒状で、回転可能部は円形である。
【００３０】
本発明は、上述の供給装置を備えた吸入装置まで拡張する。
【００３１】
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（好適な実施形態の詳細な説明）
添付図面を参照しながら、単なる一例として、本発明の好適な実施形態について以下に説
明する。
【００３２】
本発明の供給装置は、主要本体部１と、第１および第２の端部本体部７，９とを備える。
主要本体部１は、この実施形態において、一般に、円筒形の管状部分であって、第１およ
び第２開口端部３，５を有する。第１および第２の端部本体部７，９は、主要本体部１に
取り付けられ、開口端部３，５を封止して、包囲されたハウジングを形成する。この実施
形態において、主要本体部１と、第１および第２の端部本体部７，９は、プラスチック材
料で構成され、例えば、超音波接合などにより実現されるプラスチック溶接により接合さ
れる。
【００３３】
主要本体部１は、この実施形態においては、実質的に正方形形状を有する第１の水平方向
開口部１１を第１端部３に有する。水平方向開口部１１の一方の側面は、第１端部３にお
いて開口しており、その隣接する側面は、主要本体部１の長手方向軸に実質的に平行に延
びている。主要本体部１は、第１および第２の突出部１５，１７をさらに有し、この突出
部１５，１７は、第１の水平方向開口部１１の長手方向に延びるそれぞれの側面に配置さ
れ、第１端部３から外側方向に、かつ上方向に延びている。第１および第２の突出部１５
，１７は、それぞれ、以下に詳述するように、ヨーク部５１をヒンジ可能に支持できるよ
うな円筒形の部分的軸受表面１５ａ，１７ａを有する。さらに主要本体部１は、第２端部
５の近傍において、第２の水平方向開口部２２を有し、これは、以下に詳述するように、
用量インジケータ９５を覗くためのウィンドウとして機能する。また、主要本体部１は、
その内側の表面上に、長手方向に延びる複数の細長いスロット２３をさらに有する。以下
に詳述するように、この細長いスロット２３は、主要本体部１の内部に配置される担体ユ
ニット６３の上に対応するように形成されたリブ８３を受容する。主要本体部１は、さら
に、その内側表面上に、半径方向に向いたフランジ２４を有し、これは、用量インジケー
タ９５のリング部９７の上側端部に対する接触部として機能する。
【００３４】
第１の端部本体部７は、実質的に平坦な壁部２５と、管状部２６とを有する。この壁部２
５は、第１端部３に取り付けられたとき、これを閉じるように、主要本体部１の第１端部
３と同じ寸法を有する。管状部２６は、ノーズピースを形成するために壁部２５の平面か
ら外側方向に延びる。また管状部２６は、噴霧孔２７を有し、使用中、液体の噴霧はこの
噴霧孔を介して噴出される。この実施形態において、管状部２６は、鼻腔内に挿入しやす
くし、かつ挿入されたとき心地よく適合するように、壁部２５から離れるにしたがって、
若干内側に傾斜し、丸味を帯びた先端部を有する。さらに第１の端部本体部７は、壁部２
５の周辺部から外側方向に延びる第１および第２の突出部２９，３１を有し、この第１お
よび第２の突出部２９，３１は、主要本体部１上に形成された第１および第２突出部１５
，１７のそれぞれと対をなすように構成されている。第１および第２の突出部２９，３１
のそれぞれは、この実施形態では部分的な円筒形断面の部分的軸受表面２９ａ，３１ａを
有する。この部分的軸受表面２９ａ，３１ａと、主要本体部１上に形成された突出部１５
，１７の部分的軸受表面１５ａ，１７ａとが、それぞれ、ヒンジ軸を有する第１および第
２の軸受を形成する。第２の端部本体部９は、平坦な壁部３６と、壁部３６の周辺部から
延び、上方向に向いたフランジ３７とを有する。平坦な壁部３６は、主要本体部１の第２
端部５と同じ寸法を有する。第２の端部本体部９は、主要本体部１の第２端部５を閉じる
ように、これに取り付けられる。第２の端部本体部９は、弾性部３８をさらに有する。弾
性部３８は、上方向に向いたフランジ３７の内側表面に隣接して配置され、壁部３６の上
側で内側の表面から上方向で前方方向に一方向に延び、この実施形態では上から見て反時
計回り方向に延びる。
【００３５】
供給装置は、ノーズピースを構成する管状部２６をカバーするためのカバー部３９を有す
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る。カバー部３９は、第１および第２の側壁部４０，４１と、連結壁部４３とを有する。
第１および第２の側壁部４０，４１は、この実施形態では、通常、三角状であり、カバー
部３９が閉じた状態にあるとき、管状部２６の対向する側面に隣接して配置されるように
構成される。連結壁部４３は、第１および第２の側壁部４０，４１を連結する。各側壁部
４０，４１は、内側方向に延びた表面上に、対向する突起部４５，４７を有し、カバー部
３９は突起部４５，４７の周りを蝶番式に動くことができる。対向する突起部４５，４７
は、主要本体部１上の突出部１５，１７が有する部分的軸受表面１５ａ，１７ａと、第１
の端部本体部７上の突出部２９，３１が有する部分的軸受表面２９ａ，３１ａとから構成
される第１および第２の軸受内に配置される。
【００３６】
供給装置はヨーク部５１をさらに有し、ヨーク部５１は主要本体部１に対してピボット回
転できるように実装される。ヨーク部５１は、本体部５３と、第１および第２の水平方向
に離間したアーム部５５，５７とを有する。本体部５３は、主要本体部１の第１の水平方
向開口部１１を貫通し、第１の水平方向開口部１１において軸受表面として機能する表面
を有する。アーム部５５，５７は、主要本体部１内に配置され、それぞれ、その上側表面
に軸受表面５５ａ，５７ａを有する。本体部５３は、第１および第２の反対方向に向いた
突起部５９，６１をさらに有し、これらの突起部は、主要本体部１上の突出部１５，１７
が有する部分的軸受表面１５ａ，１７ａと、第１の端部本体部７上の突出部２９，３１が
有する部分的軸受表面２９ａ，３１ａとから構成される第１および第２の軸受内に配置さ
れる。
【００３７】
供給装置は、主要本体部１内に滑動可能に配置された担体ユニット６３と、付随して滑動
可能に配置されるように担体ユニット６３に固定される供給ユニット６５とをさらに有す
る。
【００３８】
液体供給ユニット６５は、容器６７と手動ポンプ６９を備える。容器６７は、この実施形
態においては、液体、とりわけ薬剤を含む液体を保有するチャンバを構成する瓶である。
手動ポンプ６９は、例えば、かしめなどにより容器６７に固定され、作動時、計量された
容量の液体を供給する。ポンプ６９は、本体部７０と管状供給部７１とを有する。管状供
給部７１は、本体部７０から延び、本体部７０内に押圧されたとき、計量された容量の液
体が管状供給部７１を介して供給される。
【００３９】
担体ユニット６３は、第１および第２の管状部７３，７５を有する。容器６７とポンプ６
９の本体部７０の大部分が、第１管状部７３の内部に配置される。第２管状部７５が第１
管状部７３の一方の上側端部に固定され、ポンプ６９の管状供給部７１が第２管状部７５
を貫通して延びる。
【００４０】
第１管状部７３は内側方向に向いた複数の弾性突起部７７を有する。弾性突起部７７は、
ポンプ６９の本体部７０と係合し、供給ユニット６５を担体ユニット６３に対して所定位
置に固定するように構成されている。第１管状部７３は、他方の下側端部において、外側
方向に向いた半径方向フランジ７９と、弾性部８１を有する。弾性部８１は、フランジ７
９の上側で内側の表面から上方向で前方方向に一方向に延び、すなわち上から見て時計回
り方向に延びる。第１管状部７３は、その外側表面に複数のリブ８３をさらに有し、リブ
８３は、主要本体部１の内側表面に設けた対応するスロット２３内に配置され、担体ユニ
ット６３を主要本体部１内に挿入するのをガイドする機能を果たし、相対的に回転するこ
とを防止する。第１管状部７３は、他方の下側端部に隣接して、水平方向の開口部８５を
有する。
【００４１】
第２管状部７５は、一方の上側端部において、反対方向に向いた第１および第２の突起部
８７，８９を有する。第１および第２突起部８７，８９のそれぞれは、その下方表面にお
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いて、円筒状の部分軸受表面８７ａ，８９ａを有する。部分軸受表面８７ａ，８９ａは、
使用時、ヨーク部５１の第１および第２アーム５５，５７上の各軸受表面５５ａ，５７ａ
と係合する。
【００４２】
この供給装置は、供給装置の使用量を表示するための用量インジケータ９５をさらに有す
る。この実施形態においては、用量インジケータ９５は、矩形断面を有するリング部９７
を有し、リング部９７は、その上端部が主要本体部１の内側表面上に設けられた半径方向
に向いたフランジ２４と接触するように、担体ユニット６３の第１管状部７３の外側表面
の周りに配置され、一方向に、すなわち上から見て反時計方向に回転できるように構成さ
れている。このように構成することにより、主要本体部１の第２の水平方向開口部２２を
通して、リング部９７の外側表面の一部を見ることができる。この実施形態において、リ
ング部９７の外側表面は、この供給装置がなお使用できる回数を示す減少値の数字を含ん
でいる。別の実施形態においては、この供給装置が既に作動した回数を示す増加値の数字
を記すことができる。択一的には、あるいは追加的には、リング部９７は、その長さにお
いて変化する幅を有する周辺バンドを有していてもよく、これにより供給された用量数ま
たは残存する用量数を示すことができる。色が変化することにより、供給された用量数ま
たは残存する用量数を示すこともできる。こうした色の変化は、同様に、上述のような指
標に関連して適用することができる。例えば、異なる色の数、またはバンドを用いて、そ
の長さに沿って色が変化する。用量インジケータ９５は、リング部９７の下側端部の周り
に配置された複数の歯９９を有する。用量インジケータ９５は、供給装置の動作に応じて
、担体ユニット６３上の弾性部８１の末端部が歯９９と係合することにより、担体ユニッ
ト６３の第１管状部７３の周りを回転する。各歯９９は、第１の駆動表面９９ａと第２の
ガイド表面９９ｂとを有する。第１の駆動表面９９ａは、他の方向、すなわち下から見て
反時計回り方向に向いている。第２のガイド表面９９ｂは、一方の反対方向、すなわち時
計回り方向に向いた部品を有する。用量インジケータ９５は、リング部９７から内側にか
つ前方に、回転方向に、すなわち一方の、上から見て反時計方向に延びる弾性部１０１を
さらに有する。弾性部１０１は、通常、担体ユニット６３の第１管状部７３の外側表面と
接触するが、供給装置が所定回数、作動した後、担体ユニット６３の第１管状部７３の水
平方向開口部８５内に配置されるように構成されている。こうして、担体ユニット６３を
所定位置に固定して、液体供給ユニット６５の容器６７内に残存する液体が微量であるた
めに測定精度が維持されないとき、この供給装置をさらに使用するのを禁止することがで
きる。
【００４３】
さらにこの供給装置は、ポンプ６９の管状供給部７１に固定され、ポンプ６９と噴霧孔２
７の間の流通路を構成するために、第１端部本体部の管状部２６内に配置された管状給送
部１０３を有する。そして、供給装置を作動させる毎に、計量された容量の液体がこの流
通路を介して噴霧される。
【００４４】
使用時において、ユーザは、片手でこの供給装置を保持し、（図９および図１０に示す）
閉じた状態から（図１１および図１２に示す）開いた状態にカバー部３９を回転させるよ
うにカバー部３９を持ち上げる。このときノーズピースを構成する管状部２６が鼻腔内に
挿入できるように露出する。この開いた状態で、ヒンジ軸を形成する突起部４５，４７に
隣接した連結壁部４３の一部が、ヨーク部５１の本体部５３上の露出される軸受表面５４
に接触する。こうして、供給装置は使用できる状態となる。そしてユーザは、管状部２６
が構成するノーズピースを鼻腔内に挿入して、カバー部３９を開くときと同じ方向にさら
に回転させたとき、ここでは梃子のように機能するカバー部３９に力を付与して、供給装
置を作動させる。カバー部３９を回転させるようにさらに力を加えたとき、カバー部３９
の連結壁部４３の一部と本体部５３の軸受表面５４が互いに係合して、ヨーク部５１は、
そのアーム部５５，５７が上方向に移動するように回転する。このように回転すると、ヨ
ーク部５１のアーム部５５，５７と、担体ユニット６３の第２の管状部７５上の突起部８
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７，８９上の軸受表面８７ａ，８９ａとが係合して、担体ユニット６３が主要本体部１の
内部において軸方向上向きにスライドする。こうして、液体供給ユニット６５が実装され
た担体ユニット６３がスライドすると、液体供給ユニット６５のポンプ６９の管状供給部
７１が本体部７０内に入り込み、所定量の液体が噴霧孔２７を介して鼻腔内に噴霧される
。このとき、管状供給部７１は、担体ユニット６３が内部をスライドする主要本体部１に
対して固定した位置に配置される。供給装置が作動すると、担体ユニット６３上の弾性部
８１の末端部が、リング部９７の下側端部上の１つの歯の駆動表面９９ａと係合して、用
量インジケータ９５のリング部９７が回転する。リング部９７が回転すると、この実施形
態では残存用量数を示す数字である減少する数字を、主要本体部１の第２の水平方向開口
部２２を通して見ることができる。供給装置を作動させた後、ユーザは、カバー部３９に
加えていた作動力を解除する。こうして、担体ユニット６３は、ポンプ６９内の内側弾性
部の力により、軸方向下向きに主要本体部１内にスライドするように付勢されて、元の位
置に戻る。これと同時に、担体ユニット６３の第２の管状部７５上の突起部８７，８９が
、ヨーク部５１上のアーム部５７，５９と係合することにより、ヨーク部５１は、同様に
、元の位置へ逆に回転する。さらに、担体ユニット６３がスライドするために、その上に
設けられた弾性部８１が、１つの歯９９の駆動表面９９ａから離れ、第２端部本体部９上
の弾性部３８により、用量インジケータ９５のリング部９７の逆回転が阻止される。この
弾性部３８は、その末端部が常に１つの歯９９の駆動表面９９ａに隣接して配置されるよ
うに、リング部９７の下側端部と継続的に係合する。その後ユーザは、ノーズピースを構
成する管状部２６に設けた噴霧孔２７を閉じて、供給装置をさらに使用できるように、カ
バー部３９を元に戻す。この供給装置は、所定回数使用されるまで、反復して動作させる
ことができる。このとき、用量インジケータ９５のリング部９７は、弾性部１０１が担体
ユニット６３の第１の管状部７３に設けた開口部８５と軸方向に位置合わせされるような
角度まで回転し、供給装置をさらに作動させると、供給装置をさらに使用することを禁止
するように、弾性部１０１を開口部８５の内部に配置し、担体ユニット６３を固定位置に
、この実施形態では作動位置に固定する。
【００４５】
最後に、本発明は、好適な実施形態において説明したが、添付されたクレームにより定義
された本発明の範疇から逸脱することなく、数多くの異なる手法で変更することができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、本発明の好適な実施形態による供給装置の前方から見た斜視図である
。
【図２】　図２は、本発明の好適な実施形態による供給装置の後方から見た斜視図である
。
【図３】　図３は、供給装置の側面図である。
【図４】　図４は、供給装置の側面図である。
【図５】　図５は、供給装置の側面図である。
【図６】　図６は、供給装置を前方の分解斜視図である。
【図７】　図７は、供給装置を後方の分解斜視図である。
【図８】　図８は、供給装置の用量インジケータの拡大した破断側面図である。
【図９】　図９は、閉口状態にある供給装置の図３のＩ－Ｉ線から見た垂直方向断面図で
ある。
【図１０】　図１０は、閉口状態にある供給装置の図４のII－II線から見た垂直方向断面
図である。
【図１１】　図１１は、開いているが非作動状態にある供給装置の図３のＩ－Ｉ線から見
た垂直方向断面図である。
【図１２】　図１２は、開いているが非作動状態にある供給装置の図４のII－II線から見
た垂直方向断面図である。
【図１３】　図１３は、開いており、かつ動作状態にある供給装置の図３のＩ－Ｉ線から



(10) JP 4430278 B2 2010.3.10

10

見た垂直方向断面図である。
【図１４】　図１４は、開いており、かつ動作状態にある供給装置の図４のII－II線から
見た垂直方向断面図である。
【符号の説明】
１…主要本体部、３…第１開口端部、５…第２開口端部、７…第１の端部本体部、９…第
２の端部本体部、１１…第１の水平方向開口部、１５…第１の突出部、１７…第２の突出
部、１５ａ，１７ａ…部分的軸受表面、２３…スロット、２４…フランジ、２５…壁部、
２６…管状部、２７…噴霧孔、２９…第１の突出部、３１…第２の突出部、２９ａ，３１
ａ、部分的軸受表面、３６…壁部、３７…フランジ、３８…弾性部、３９…カバー部、４
０…第１の側壁部、４１…第２の側壁部、４３…連結壁部、４５，４７…突起部、５１…
ヨーク部、５３…本体部、５５…第１のアーム部、５７…第２のアーム部、５５ａ，５７
ａ…軸受表面、５９，６１…突起部、６３…担体ユニット、６５…供給ユニット、６７…
容器、６９…手動ポンプ、７０…本体部、７１…管状供給部、７３…第１の管状部、７５
…第２の管状部、７７…弾性突起部、７９…フランジ、８１…弾性部、８３…リブ、８５
…開口部、８７…第１の突起部、８９…第２の突起部、８７ａ，８９ａ…部分軸受表面、
９５…用量インジケータ、９７…リング部、９９…歯、９９ａ…第１の駆動表面、９９ｂ
…第２のガイド表面、１０３…管状給送部。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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